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6
月
22
日
、
当
J
A
は
揖
斐
川
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
第
23
回
通
常
総
代

会
」を
開
き
ま
し
た
。
当
日
は
関
係
者
多
数
の
来
賓
を
招
き
、
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議
長
に
選
任
さ
れ
た
池
田
東
地
区
の
牧
村
隆
氏
が
議
事
を
進
行
し
、
理
事
か
ら
上
程
さ
れ

た
全
4
号
の
議
案
を
慎
重
審
議
の
上
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
同
会
の
議
決
事
項
を
こ
こ
に
要
約
整
理
し
、
報
告
い
た
し
ま
す
。

議
決
議
案

報
告
事
項

第
23
年
度（
平
成
28
年
4
月
1
日
か
ら

平
成
29
年
3
月
31
日
ま
で
）貸
借
対
照

表
、
損
益
計
算
書
及
び
注
記
表
の
内
容

並
び
に
全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会
の

監
査
報
告
及
び
監
事
の
監
査
報
告
の
件

　
4・5
頁
参
照
。

第
1
号
議
案

第
23
年
度
事
業
報
告
及
び
剰
余
金
処
分

案
の
承
認
の
件

　
第
23
年
度
の「
事
業
報
告
」及
び「
剰

余
金
処
分
案
」
を
確
定
さ
せ
る
た
め
承

認
を
求
め
る
。

　
4・5
頁
参
照
。

第
2
号
議
案

第
24
年
度
事
業
計
画
の
設
定
の
件

　
第
24
年
度
の「
事
業
計
画
」を
設
定
す

る
た
め
承
認
を
求
め
る
。

　
6・7
頁
参
照
。

第
3
号
議
案

理
事
及
び
監
事
の
報
酬
額
に
関
す
る
件

　

昨
年
度
の
支
給
実
績
、
事
業
実
績
、

経
済
情
勢
等
諸
般
の
事
情
を
考
慮
し

て
、
平
成
29
年
度
の
理
事
の
報
酬
に
つ

い
て
は
、
総
額
4
5
0
0
万
円
以
内
と

し
、
そ
の
範
囲
内
に
お
け
る
各
理
事
の

報
酬
額
、
支
給
方
法
等
に
つ
い
て
は
、

理
事
会
に
一
任
す
る
。

　
ま
た
、
平
成
29
年
度
の
監
事
の
報
酬

に
つ
い
て
は
、
総
額
9
0
0
万
円
以
内

と
し
、
そ
の
範
囲
内
に
お
け
る
各
監
事

の
報
酬
額
、支
給
方
法
等
に
つ
い
て
は
、

監
事
の
協
議
に
一
任
す
る
。

　
な
お
、
理
事
は
24
名
、
監
事
は
4
名

（
う
ち
員
外
監
事
1
名
）で
あ
る
。

特報
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を
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～
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ま
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第
4
号
議
案

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
が
行
う

農
業
経
営
事
業
に
関
す
る
同
意
に
つ

い
て

　

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会（
以
下

「
全
農
」
と
い
う
）は
、
農
協
事
業
の
補

完
的
な
位
置
づ
け
と
し
て「
担
い
手
を

育
成
す
る
た
め
の
研
修
を
行
う
農
業
経

営
」、「
担
い
手
に
経
営
を
引
き
継
ぐ
ま

で
の
一
時
的
な
農
業
経
営
」、「
地
域
畜

産
ブ
ラ
ン
ド
を
維
持
す
る
こ
と
に
よ
り

地
域
の
生
産
者
に
貢
献
す
る
農
業
経

営
」
を
行
う
た
め
、
農
業
経
営
規
程
を

設
置
し
肉
用
牛
肥
育
経
営
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
て
い
る
。

　
全
農
が
農
業
経
営
を
実
施
す
る
た
め

に
は
農
協
法
第
11
条
の
50
に
も
と
づ
く

会
員
農
協
の
同
意
が
必
要
な
こ
と
か

ら
、
当
組
合
と
し
て
全
農
が
農
業
経
営

を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
同
意
す
る
。

　
ま
た
、
岐
阜
県
信
用
農
業
協
同
組
合

連
合
会
、
岐
阜
県
厚
生
農
業
協
同
組
合

連
合
会
が
、
全
農
の
農
業
経
営
事
業
実

施
に
同
意
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
同
意

す
る
も
の
と
す
る
。

附
帯
決
議

　
本
総
代
会
の
決
議
事
項
中
、
権
利
義

務
に
関
し
な
い
軽
微
な
事
項
の
修
正
、

違
算
及
び
誤
字
の
修
正
並
び
に
法
令
そ

の
他
行
政
庁
の
処
分
ま
た
は
こ
れ
に
基

づ
く
指
示
に
よ
る
必
要
な
修
正
は
、
理

事
会
に
一
任
す
る
。

第23回 通常総代会を開く
～平成29年度事業方針が決まる～

特報
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3
議長に選任された池田東地区の牧村隆氏

お忙しい中、多くの総代の皆さまに
ご出席いただきました

慎重審議の上、すべての議案が可決されました
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第
23
年
度（
平
成
28
年
度
）

事
業
報
告

　
わ
が
国
経
済
は
、
雇
用
・
所
得
環
境

の
改
善
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
緩
や
か

な
回
復
基
調
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
も
の

の
、
実
感
と
し
て
は
依
然
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
今
後
に
つ
い
て
は
、
極

め
て
緩
和
的
な
金
融
環
境
の
持
続
と
政

府
の
経
済
対
策
に
よ
る
財
政
支
出
等
を

背
景
に
、
緩
や
か
な
回
復
基
調
を
辿
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

農
業
分
野
で
は
、
課
題
で
あ
っ
た

T
P
P
協
定
の
発
効
は
困
難
な
状
況
に

あ
り
ま
す
が
、
T
P
P
以
上
に
市
場
開

放
を
求
め
ら
れ
る
可
能
性
の
あ
る
E
U

と
の
経
済
連
携
協
定（
E
P
A
）や
、
米

国
と
の
自
由
貿
易
協
定（
F
T
A
）交
渉

の
動
向
に
よ
っ
て
は
、
国
内
農
業
へ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
、
農
業
者
に
と
っ
て

不
安
を
感
じ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
J
A
を
め
ぐ
る
情
勢
で
は
、
平
成
28

年
4
月
よ
り
事
業
目
的
、
理
事
構
成
及

び
会
計
監
査
制
度
等
の
見
直
さ
れ
た
改

正
農
協
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
は
、
J
A
改
革
推
進
を
名
目
に
政
府

規
制
改
革
推
進
会
議
・
農
業
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
か
ら
全
農
の
購
買
事
業
や

販
売
事
業
に
対
し
急
進
的
な
改
革
案
が

示
さ
れ
ま
し
た
が
、
ほ
ぼ
与
党
の
取
り

ま
と
め
通
り
の
意
見
に
修
正
さ
れ
、「
農

林
水
産
業・地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」

に
盛
り
込
ま
れ
、
政
府
の
方
針
と
な
り

◦貸借対照表　平成29年 3 月31日現在　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：千円）
資　産　の　部 負債及び純資産の部

科　　　　目 金　　　額 科　　　　目 金　　　額
１．信用事業資産 154,052,894 １．信用事業負債 150,519,276 
　①現　　金 603,059 　①貯　　金 150,061,184 
　②預　　金 130,450,311 　②借 入 金 38,961 
　　系統預金 130,450,311 　③その他の信用事業負債 419,131 
　③有価証券 6,139,191 　　未払費用 278,315 
　　国　　債 5,537,433 　　その他の負債 140,815 
　　地 方 債 400,160 ２．共済事業負債 712,239 
　　社　　債 201,597 　①共済借入金 21,323 
　④貸 出 金 16,211,751 　②共済資金 447,711 
　⑤その他の信用事業資産 787,058 　③共済未払利息 166 
　　未収収益 774,066 　④未経過共済付加収入 241,023 
　　その他の資産 12,991 　⑤その他の共済事業負債 2,013 
　⑥貸倒引当金 △ 138,478 ３．経済事業負債 405,778 
２．共済事業資産 22,092 　①経済事業未払金 182,273 
　①共済貸付金 21,323 　②経済受託債務 34,035 
　②共済未収利息 166 　③その他の経済事業負債 189,469 
　③その他の共済事業資産 602 ４．雑 負 債 231,471 
３．経済事業資産 1,004,840 　①未払法人税等 30,895 
　①経済事業未収金 406,468 　②資産除去債務 32,478 
　②経済受託債権 56,931 　③その他の負債 168,097 
　③棚卸資産 272,367 ５．諸引当金 724,756 
　　購 買 品 184,678 　①賞与引当金 114,380 
　　その他の棚卸資産 87,689 　②退職給付引当金 592,494 
　④その他の経済事業資産 273,740 　③役員退職慰労引当金 17,881 
　⑤貸倒引当金 △ 4,667 負債の部合計 152,593,521 
４．雑 資 産 185,290 １．組合員資本 11,367,829 
５．固定資産 2,822,923 　①出 資 金 2,104,576 
　①有形固定資産 2,806,271 　②資本準備金 15 
　　建　　物 4,267,887 　③利益剰余金 9,273,831 
　　機械装置 2,191,942 　　利益準備金 3,872,343 
　　土　　地 1,008,583 　　その他利益剰余金 5,401,487 
　　その他の有形固定資産 1,497,055 　　　営農関連施設整備積立金 600,000 
　　減価償却累計額 △ 6,159,197 　　　高齢者福祉事業積立金 100,000 
　②無形固定資産 16,651 　　　支店等店舗整備準備金 500,000 
６．外部出資 5,861,521 　　　電算システム整備準備金 100,000 
　　系統出資 5,727,111 　　　リスク管理積立金 500,000 
　　系統外出資 131,509 　　　税効果調整積立金 206,582 
　　子会社等出資 2,900 　　　特別積立金 2,967,925 
７．繰延税金資産 140,525 　　　当期未処分剰余金 426,979 

　　　（うち当期剰余金） (118,975)
　④処分未済持分 △ 10,593 
２．評価・換算差額等 128,737 
　①その他有価証券評価差額金 128,737 

純資産の部合計 11,496,567 
資産の部合計 164,090,088 負債及び純資産の部合計 164,090,088 

※表示単位未満は、切り捨てて表示しています。

4



第23回 通常総代会を開く
～平成29年度事業方針が決まる～
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ま
し
た
。

　

J
A
い
び
川
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

第
8
次
中
期
経
営
計
画（
平
成
28
～
30

年
度
）を
策
定
、
自
ら
の
意
思
に
基
づ

き
改
革
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
農
業

協
同
組
合
と
し
て
総
合
事
業
を
展
開
し

て
農
業
振
興
と
地
域
振
興
に
一
体
的
に

取
り
組
み
、
農
業
者
の
所
得
増
大
、
地

域
の
活
性
化
に
向
け
て
目
標
年
度（
平

成
30
年
度
）に
於
け
る
数
値
目
標
の
完

遂
に
向
け
て
実
践
的
な
取
り
組
み
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

　
具
体
的
取
組
事
項
と
し
て
、
営
農
事

業
で
は
、
農
業
者
所
得
の
増
大
を
目
指

し
業
務
加
工
用
野
菜
の
作
付
け
拡
大
、

農
畜
産
物
・
加
工
品
の
販
売
体
制
強
化

及
び
ブ
ラ
ン
ド
化
に
努
め
ま
し
た
。
ま

た
、
新
規
就
農
者
、
後
継
者
支
援
並
び

に
、子
会
社
サ
ポ
ー
ト
い
び
と
連
携
し
、

担
い
手
支
援
等
の
取
り
組
み
も
強
化
し

ま
し
た
。
併
せ
て
女
性
部
並
び
に
青
年

部
活
動
を
支
援
し
食
農
教
育
・
次
世
代

対
応
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
購
買
・
生
活
事
業
で
は
、
営
農
指
導

部
門
と
連
携
し
農
業
者
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
生
産
資
材
の
提
供
と
仕
入
れ
方
法
、

市
場
調
査
及
び
大
口
予
約
制
度
等
に
よ

る
コ
ス
ト
低
減
に
努
め
ま
し
た
。

　
介
護
・
葬
祭
部
門
で
は
、
親
切
・
丁

寧
を
モ
ッ
ト
ー
に
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と

生
活
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
信
用
事
業
で
は
、
組
合
員
・
利
用
者

の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
及
び
農
業
経

営
に
必
要
な
各
種
資
金
情
報
の
提
供
と

適
切
な
資
金
供
給
に
努
め
ま
し
た
。
資

金
運
用
面
で
は
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
等
金

融
政
策
の
影
響
を
受
け
厳
し
い
状
況
に

あ
り
、慎
重
な
対
応
に
心
が
け
ま
し
た
。

　
共
済
事
業
で
は
、
安
心
チ
ェ
ッ
ク
と

3
Q
訪
問
活
動
等
に
よ
り
、
組
合
員
及

び
家
族
の
保
障
点
検
活
動
を
実
施
し
、

契
約
の
状
況
を
確
認
・
把
握
し
、
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
保
障
提
案
に
努
め
ま
し
た
。

　
運
営
管
理
面
で
は
、
組
織
基
盤
の
拡

充
を
図
る
た
め
組
合
員
の
加
入
促
進
運

◦ 損益計算書　平成28年 4 月 1 日から平成29年 3 月31日まで　　　（単位：千円）
科　　　　目 費用（支出） 収益（収入） 差引損益（収支差額）

　１．事業総利益 2,604,164   
　　①信用事業 265,904   1,261,140   995,236   
　　②共済事業 20,448   677,828   657,379   
　　③購買事業 2,449,393   2,933,939   484,545   
　　④販売事業 185,944   348,053   162,109   
　　⑤利用事業 194,482   317,065   122,583   
　　⑥介護保険事業 112,803   304,829   192,026   
　　⑦その他事業 68,594   97,146   28,551   
　　⑧指導事業 45,460   7,193   △ 38,266   
　２．事業管理費 2,523,527   
　　①人件費 1,776,916   
　　②業務費 205,856   
　　③諸税負担金 74,229   
　　④施設費 460,134   
　　⑤その他事業管理費 6,391   
事  業  利  益 80,636   
　３．事業外損益 7,239   92,210   84,970   
経  常  利  益 165,606   
　４．特別損益 34,110   35,919   1,808   
税引前当期利益 167,415   
　５．法人税・住民税及び事業税 48,336   
　６．法人税等調整額 102   
当期剰余金 118,975   
　７．当期首繰越剰余金 307,888   
　８．税効果調整積立金取崩額 115   
当期未処分剰余金 426,979   

※表示単位未満は、切り捨てて表示しています。

◦剰余金処分計算書	 （単位：円）

１．当期未処分剰余金	 426,979,799

２．剰余金処分額　　（１）利益準備金	 50,000,000
　　　　　　　　　　（２）出資配当金	 31,401,923
	 計　　81,401,923

３．次期繰越剰余金	 345,577,876

（注）１　出資配当金は1.5％の割合である。
２　次期繰越剰余金には、営農指導、生活・文化改善の事業

の費用に充てるための繰越額 3 千万円が含まれている。

動
の
継
続
実
施
、
特
に
女
性
の
経
営
参

画
に
意
を
注
ぎ
女
性
組
合
員
の
加
入
促

進
に
も
注
力
し
ま
し
た
。
ま
た
、
施
設

整
備
と
効
率
活
用
と
し
て
、
長
年
の
懸

案
で
あ
り
ま
し
た
本
店
全
館
を
揖
斐
川

町
の
ご
理
解
を
頂
き
竣
工
で
き
、
揖
斐

郡
の
農
業
の
拠
点
づ
く
り
が
出
来
ま
し

た
。
さ
ら
に
支
店
・
出
張
所
及
び
共
同

利
用
施
設
等
の
在
り
方
に
つ
き
ま
し
て

も
、
課
題
を
整
理
し
検
討
を
進
め
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
人
材
育
成

に
注
力
す
る
と
と
も
に
、
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
、
リ
ス
ク
管
理
及
び
ガ
バ
ナ
ン

ス
態
勢
に
つ
い
て
も
、
役
職
員
が
一
体

に
な
っ
て
高
い
遵
法
意
識
の
醸
成
に
努

め
、
信
頼
性
の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

28
年
度
は
中
期
経
営
計
画
の
初
年
度
と

し
て
改
正
農
協
法
へ
の
対
応
、
J
A
改

革
完
遂
に
向
け
て
の
取
り
組
み
へ
の
実

践
等
課
題
の
多
い
年
で
し
た
が
、
組
合

員
・
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

支
援
に
よ
り
成
果
を
挙
げ
る
事
が
出
来

ま
し
た
。心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※販売事業の収益および費用について、受託の販売品販売額はそれぞれ含んでいません。
　一方、7ページ記載の「総合損益計画」には、受託の販売品販売額を含んでいます。
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第
24
年
度（
平
成
29
年
度
）

事
業
計
画

　
我
が
国
の
経
済
は
、
雇
用
・
所
得
環

境
の
改
善
に
よ
り
緩
や
か
な
回
復
基
調

に
あ
る
も
の
の
、
個
人
消
費
の
改
善
は

力
強
さ
を
欠
き
、
実
感
と
し
て
は
依
然

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
農
業
分
野
に
お
い
て
は
、
T
P
P
協

定
が
参
加
12
か
国
の
署
名
を
受
け
、
国

会
で
の
承
認
お
よ
び
関
連
法
案
が
成
立

し
ま
し
た
が
、
米
国
が
T
P
P
か
ら
離

脱
す
る
こ
と
に
な
り
発
効
が
暗
礁
に
乗

り
上
げ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
農
業
・

J
A
を
と
り
ま
く
情
勢
は
、
農
村
の
過

疎
化
が
進
み
地
域
社
会
が
疲
弊
す
る
中

で
、
農
業
従
事
者
の
後
継
者
・
担
い
手

不
足
が
加
速
し
、
農
家
の
営
農
活
動
や

地
域
農
業
の
衰
退
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

農
業
競
争
力
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
農
協

法
の
改
正
に
よ
る
、
農
業
改
革
・
J
A

の
自
己
改
革
の
実
践
な
ど
の
課
題
に

直
面
し
て
お
り
、
今
後
の
協
同
組
合
を

左
右
す
る
重
要
な
時
期
を
迎
え
て
お
り

ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
J
A
い
び
川
で
は
、

出
向
く
営
農
体
制
を
強
化
す
る
た
め
の

専
門
職
員（
T
A
C
）を
本
店
に
配
置

し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
担
い
手
等
を
訪

問
し
て
意
向
を
伺
い
、
経
営
に
必
要
な

情
報
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
農
業
振
興
の
面
で
課
題
と

な
っ
て
お
り
ま
し
た
営
農
拠
点
施
設
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
池
田
東
地
区
に
担

い
手
育
成
・
新
規
就
農
者
支
援
の
た
め

の
担
い
手
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
開

設
、
及
び
直
売
所
の
移
転
を
進
め
て
参

り
ま
す
。

　
管
内
の
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
地

域
の
活
性
化
の
た
め
に
は
次
世
代
と
の

つ
な
が
り
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
支
店

運
営
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
と
職

員
が
話
し
合
い
、
組
合
員
や
地
域
の
皆

様
に
親
し
ま
れ
る
支
店
運
営
に
力
を
注

ぎ
ま
す
。
さ
ら
に
、
経
営
面
で
は
事
業

計
画
に
対
す
る
進
捗
管
理
を
徹
底
し
、

経
営
の
健
全
性
向
上
に
向
け
て
適
切
な

経
営
管
理
を
進
め
る
と
と
も
に
、
出
張

所
等
施
設
の
有
効
な
活
用
方
法
を
検

討
し
再
編
整
備
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

　
中
期
経
営
計
画
の
実
践
2
年
目
と
し

て
、自
己
改
革
の
基
本
目
標
で
あ
る「
農

業
者
の
所
得
増
大
」「
農
業
生
産
の
拡

大
」「
地
域
の
活
性
化
」の
実
現
に
向
け

全
力
で
取
り
組
み
、
組
合
員
や
地
域
の

皆
様
か
ら
の
信
頼
に
応
え
、
必
要
と
さ

れ
る
J
A
を
め
ざ
し
て
事
業
を
展
開
し

て
参
り
ま
す
。

基
本
目
標

１
．
農
業
者
と
と
も
に
所
得
増
大
を
実

現
す
る

２
．
地
域
活
性
の
た
め
に
ト
ッ
プ
リ
ー

ダ
ー
を
め
ざ
す

３
．
健
全
で
信
頼
さ
れ
る
経
営
基
盤
を

確
立
す
る

４
．
誇
り
高
き
J
A
い
び
川
職
員
を
育

成
す
る

部
門
別
事
業
計
画

指
導
事
業

《
活
動
方
針
》

　
農
業
者
と
と
も
に
所
得
増
大
を
実
現

す
る
た
め
、
営
農
活
動
を
強
化
し
、
農

を
通
じ
た
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
め
ざ

し
ま
す

《
重
点
実
施
項
目
》

◦
担
い
手
の
支
援
と
育
成
を
推
進
す
る

◦
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
に
基
づ
い
た

農
業
生
産
拡
大

◦
消
費
者
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
生
産

履
歴
記
帳
・
リ
ス
ク
管
理
を
徹
底

す
る

◦「
農
」や「
食
」を
通
じ
た
食
農
教
育
活

動
を
推
進
す
る

販
売
事
業

《
活
動
方
針
》

　
安
全
・
安
心
な
農
畜
産
物
販
売
に
よ

る
消
費
者
満
足
度
の
向
上
お
よ
び
販
売

体
制
を
強
化
し
、
農
家
所
得
の
向
上
に

努
め
ま
す

《
重
点
実
施
項
目
》

◦
農
畜
産
物
の
販
売
体
制
を
強
化
し
、

農
家
所
得
の
向
上
に
努
め
る

◦
農
畜
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
努
め
る

◦
新
た
な
消
費
者
の
開
拓
と
消
費
者
の

満
足
度
向
上
に
努
め
る

直
売
事
業

《
活
動
方
針
》

　
地
場
産
の
安
全・安
心
な
農
畜
産
物・

加
工
品
の
販
売
強
化
な
ら
び
に
地
域
資

源
を
活
用
し
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
を
め

ざ
し
、
農
家
所
得
の
向
上
に
努
め
ま
す

《
重
点
実
施
項
目
》

◦
地
場
産
農
畜
産
物
・
加
工
品
の
品

揃
え
に
よ
る
地
産
地
消
の
拡
大
に
努

め
る

◦
提
携
仕
入
品
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る

販
売
拡
大
を
図
る

◦
店
舗
イ
ベ
ン
ト
の
充
実
に
よ
る
集
客

力
ア
ッ
プ
を
め
ざ
す

◦
ブ
ラ
ン
ド
化
お
よ
び
6
次
産
業
化
に

取
り
組
み
販
売
強
化
を
図
る

◦
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
と
魅
力
あ

る
店
舗
づ
く
り
に
努
め
る

◦
新
た
な
直
売
所
の
開
設
に
向
け
、
生

産
・
出
荷
・
販
売
体
制
を
整
備
す
る

購
買
事
業

《
活
動
方
針
》

　
営
農
・
販
売
部
門
と
の
連
携
に
よ
り

担
い
手
対
応
を
強
化
し
、
組
合
員
・
地

域
住
民
が
安
心
し
て
豊
か
に
暮
ら
せ
る

生
活
サ
ポ
ー
ト
に
全
力
で
取
り
組
み

ま
す

《
重
点
実
施
項
目
》

◦
農
業
者
の
所
得
増
大
の
た
め
、
生
産

コ
ス
ト
の
削
減
に
取
り
組
む

◦
事
業
所
の
強
化
を
図
り
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
商
品
提
案
、
生
活
関
連
資
材
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第23回 通常総代会を開く
～平成29年度事業方針が決まる～

特報

の
提
供
を
行
う

◦
利
用
者
に
納
得
の
い
た
だ
け
る
親
切

丁
寧
な
葬
儀
を
施
行
し
、
葬
祭
事
業

の
充
実
を
図
る

利
用
事
業

《
活
動
方
針
》

　
施
設
の
効
率
利
用
と
品
質
向
上
対
策

を
実
施
し
ま
す

《
重
点
実
施
項
目
》

◦
水
稲
健
苗
育
成
に
取
り
組
む

◦
適
期
収
穫
を
徹
底
し
、
品
質
向
上
を

図
る

◦
品
質
事
故
防
止
対
策
に
取
り
組
む	

◦
ポ
イ
ン
ト
制
度
に
よ
る
利
用
高
還
元

を
実
施
す
る

信
用
事
業

《
活
動
方
針
》

　
営
農
メ
イ
ン
バ
ン
ク
機
能
、
生
活
メ

イ
ン
バ
ン
ク
機
能
そ
れ
ぞ
れ
の
金
融

サ
ー
ビ
ス
の
強
化
に
よ
っ
て
、
農
業
と

地
域
へ
貢
献
度
を
高
め
ま
す

《
重
点
実
施
項
目
》

◦
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
・
ニ
ー
ズ
等
に
応

じ
た
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行

い
、
メ
イ
ン
バ
ン
ク
化
を
図
る

◦
高
い
サ
ー
ビ
ス
意
識
を
持
ち
、
地
域

の
拠
点
と
な
る
支
店
づ
く
り
に
努

め
る

共
済
事
業

《
活
動
方
針
》

　
利
用
者
の
意
向
を
し
っ
か
り
と
把
握

し
た「
お
客
さ
ま
志
向
の
サ
ー
ビ
ス
」を

実
施
し
、
地
域
に
お
け
る
J
A
共
済
の

存
在
価
値
を
高
め
ま
す

《
重
点
実
施
項
目
》

◦　
保
障
点
検
活
動
の
実
施
に
よ
る
保

障
充
実
と
次
世
代
層
と
の「
つ
な
が

り
強
化
」を
図
る

◦「
契
約
者
・
利
用
者
が
安
心
で
き
る
」

J
A
共
済
を
め
ざ
す

◦
契
約
者
の
方
々
へ「
最
良
の
サ
ー
ビ

ス
提
供
」の
実
現
に
取
り
組
む

介
護
保
険
事
業

《
活
動
方
針
》

　
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
が
安
心

し
て
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら
し

い
暮
ら
し
を
続
け
る
た
め
、
医
療
・
介

護
の
専
門
職
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
連
携
を

図
り
、
利
用
者
個
々
に
寄
り
添
う
在
宅

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
ま
す

《
重
点
実
施
項
目
》

◦
利
用
者
個
々
の
尊
厳
を
守
り
、
自
立

に
向
け
た
支
援
に
努
め
る

◦
利
用
者
家
族
の
心
に
寄
り
添
い
、
満

足
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
る

◦
介
護
従
事
者
の
資
質
向
上
に
努
め
る

◦総合財務計画  平成30年 3 月31日 　　　　　　　　　　　 （単位：千円）
借　方　科　目 期末残高 貸　方　科　目 期末残高

現　金 500,000 貯金及び積金 152,800,000 
預　金 131,000,000 借入金 100,000 
有価証券 7,500,000 その他信用事業負債 280,000 
貸出金 16,200,000 共済資金 200,000 
その他信用事業資産 800,000 その他共済事業負債 280,000 
貸倒引当金 △ 120,000 経済事業未払金 180,000 
共済事業資産 16,000 経済受託債務 30,000 
経済事業未収金 500,000 その他経済事業負債 15,000 
経済受託債権 60,000 雑負債 195,000 
棚卸資産 280,000 諸引当金 740,000 
その他経済事業資産 200,000 負　債　合　計 154,820,000 
貸倒引当金 △ 3,000 出資金 2,080,000 
雑資産 180,000 利益積立金 8,900,000 
固定資産 9,600,000 繰越剰余金 345,500 

（減価償却累計額） △ 6,230,000 当期剰余金 103,500 
外部出資 5,710,000 評価差額金 101,000 
繰延税金資産 157,000 純 資 産 合 計 11,530,000 

資　産　合　計 166,350,000 負債及び純資産合計 166,350,000 

◦総合損益計画  平成29年 4 月 1 日から平成30年 3 月31日まで　　　　　　　  （単位：千円）
事　業　総　利　益 費　用 収　益 差引損益

事業総損益
　信用事業 257,000 1,212,000 955,000 
　共済事業 25,000 667,000 642,000 
　購買事業 2,683,000 3,212,500 529,500 
　販売事業 2,612,000 2,778,000 166,000 
　利用事業 192,500 310,000 117,500 
　介護保険事業 112,000 310,000 198,000 
　その他事業 71,800 100,200 28,400 
　指導事業 49,200 6,800 △ 42,400 
事業総利益計 6,002,500 8,596,500 2,594,000 
事業管理費
　人件費 1,815,300 1,815,300 
　業務費 209,600 209,600 
　諸税負担金 71,500 71,500 
　施設費 442,500 442,500 
　その他管理費用 5,100 5,100 
事業管理費計 2,544,000 2,544,000 
事業利益  50,000 
事業外損益 2,500 91,000 88,500 
経常利益  138,500 
特別損益 30,000 30,000 0
税引前純利益   138,500 
法人税・住民税及び事業税 35,000 35,000 
当期剰余金   103,500 
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network
ネットワークいび川

　

当
J
A
直
売
所
に
出
荷
し
て
い
る
出
荷

者
約
6
5
0
人
が
集
ま
り
、
昨
年
度
の
各

店
舗
の
部
門
優
秀
生
産
者
の
方
の
表
彰
と

今
後
の
活
動
計
画
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
地
場
産
農
畜
産
物
・
加
工

品
の
充
実
、
提
携
Ｊ
Ａ
の
特
産
物
販
売
に

よ
る
品
揃
え
と
販
売
の
強
化
、
店
舗
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
実
践
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
ま
た
、
出
荷
者
の
さ
ら
な
る
増

加
に
向
け
た
説
明
会
や
野
菜
栽
培
講
習
会
、

加
工
品
講
習
会
を
定
期
的
に
開
き
、
出
荷

者
の
栽
培
技
術
や
加
工
品
知
識
の
向
上
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

出
荷
者
の
増
加
を
目
指
す

直
売
所
出
荷
者
大
会
を
開
催

5
／
30

大
野
町
総
合
町
民
セ
ン
タ
ー

　

当
Ｊ
Ａ
は
北
海
道
北
見
市
常
呂
町
を
管
内
と
す

る
常
呂
町
農
業
協
同
組
合
と
常
呂
漁
業
協
同
組
合

の
2
団
体
と
友
好
提
携
協
定
を
結
び
、
農
水
産
物

の
相
互
販
売
や
災
害
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。
当

Ｊ
Ａ
管
内
の
大
野
町
か
ら
明
治
時
代
に
多
く
の
方

が
常
呂
町
に
移
り
住
ん
だ
歴
史
か
ら
、
両
町
は

1
9
9
8
年
に
友
好
提
携
を
締
結
。
農
水
産
物
の

交
流
を
続
け
て
き
た
中
で
、
今
回
の
協
同
組
合
間
で

の
友
好
提
携
の
締
結
へ
と
繋
が
り
ま
し
た
。

常
呂
町
農
協
・
常
呂
漁
協
と

友
好
提
携
協
定
を
結
ぶ

5
／
11

北
海
道
常
呂
町

　

柿
の
新
規
栽
培
者
獲
得
や
生
産
技
術
向

上
を
目
指
し
、
柿
帰
農
塾
を
開
講
し
ま
し

た
。
年
間
４
回
の
講
義
や
実
習
を
通
じ
て
、

摘
ら
い
や
摘
果
、
収
穫
や
選
果
な
ど
の
栽

培
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
ま
す
。

　
第
1
回
目
は
受
講
者
ら
28
人
が
参
加
し
、

県
外
か
ら
も
学
び
に
き
ま
し
た
。
栽
培
概

要
な
ど
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
た
後
、
大

野
町
か
き
振
興
会
技
術
部
員
か
ら
正
し
い

摘
ら
い
方
法
を
学
び
ま
し
た
。
同
会
の
加

納
智
会
長
は「
栽
培
知
識
や
技
術
を
身
に
付

け
、
共
に
大
野
町
の
柿
づ
く
り
を
担
っ
て

い
っ
て
ほ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

新
規
栽
培
者
獲
得
や

生
産
技
術
向
上
を
図
る

柿
帰
農
塾
を
開
講
し
ま
し
た

5
／
13

大
野
営
農
セ
ン
タ
ー

　

大
野
町
か
き
振
興
会
の
技
術
部
員
は
高

品
質
で
大
玉
な
柿
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

同
会
員
や
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
摘
ら
い
講

習
会
を
開
き
ま
し
た
。
生
育
状
態
や
病
害

虫
の
発
生
状
況
を
確
認
し
た
後
、
同
技
術

部
員
ら
に
よ
る
摘
ら
い
の
実
演
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
大
野
町
立
揖
東
中
学
校
の

生
徒
に
体
験
学
習
会
も
行
い
ま
し
た
。

高
品
質
で
大
玉
な
柿
づ
く
り
へ

摘
ら
い
講
習
会
を
開
き
ま
し
た

5
／
3
・
5
／
8

各
柿
畑

揖東中学校生徒が体験

大野町かき振興会の
会員ら

シルバー講習会
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郡
内
の
小
学
校
5
年

生
児
童
は
お
米
を
作
る

過
程
を
体
験
し
、
農
業

の
大
切
さ
な
ど
を
学
ん

で
い
ま
す
。
児
童
ら
は

水
田
に
入
り
、
田
植
え

を
体
験
。
手
で
植
え
る

苦
労
を
体
験
し
た
後
、

正
確
に
苗
を
素
早
く
植

え
て
い
く
機
械
植
え
を

見
学
し
ま
し
た
。

郡
内
の
小
学
校
児
童
が

お
米
作
り
を
学
ぶ

田
植
え
体
験
を

行
い
ま
し
た

各
学
校
田

5
／
9
・
5
／
19
・
5
／
26

　
夏
秋
ナ
ス
の
栽
培
技
術
を
紹
介
し
、
新
規
栽
培
者
の
育
成
か
ら
産
地
維
持
へ
と
取

り
組
む
た
め
に
夏
秋
ナ
ス
帰
農
塾
を
開
講
し
ま
し
た
。
同
塾
は
年
間
4
回
の
講
義
や

ほ
場
で
の
整
枝
剪
定
や

収
穫
の
実
習
な
ど
を
行

い
ま
す
。
第
1
回
の
講

義
で
は
、
受
講
者
ら
17

人
が
参
加
。
夏
秋
ナ
ス

栽
培
の
概
要
や
定
植
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

夏
秋
ナ
ス
帰
農
塾
開
講

新
規
栽
培
者
の
育
成
を
図
る

5
／
6

池
田
営
農
セ
ン
タ
ー
・
池
田
町
内
ほ
場

　

大
野
町
立
中
小
学
校
、
同
町
立
南
小
学

校
、
同
町
立
西
小
学
校
の
児
童
は
、
水
稲

苗
を
育
て
る
育
苗
ハ
ウ
ス
を
見
学
し
ま
し

た
。児
童
ら
は
、

当
Ｊ
Ａ
職
員
か

ら
品
質
の
良
い

水
稲
苗
を
作
る

た
め
に
は
ハ
ウ

ス
内
の
温
度
や

水
の
管
理
が
大

切
だ
と
学
び
ま

し
た
。

水
稲
苗
の
作
り
方
を
学
ぶ

育
苗
ハ
ウ
ス
を
見
学
し
ま
し
た

育
苗
ハ
ウ
ス

5
／
15
・
6
／
2
・
6
／
5

　
揖
斐
川
町
立
清
水
小
学
校
、
組
合
立
養
基
小
学
校
、
池
田
町
立
温
知
小
学
校
の
5

年
生
児
童
は
、
バ
ケ
ツ
を
使
っ
て
手
軽
に
稲
作
を
体
験
で
き
る
バ
ケ
ツ
稲
作
に
取
り

組
み
を
始
め
ま
し
た
。

稲
作
を
手
軽
に
体
験

バ
ケ
ツ
稲
作
に
取
り
組
む

5
／
30
・
6
／
2

各
小
学
校

組合立養基小学校
の児童は5月9日に
揖斐川町脛永地区
の水田で田植えを
行いました。

揖斐川町立大和小学校の児童は5月
19日に青年部指導のもと、田植え
と防除ヘリの見学をしました。

大野町立中小学校の児童は
5月26日に同校近くの水田
で田植えを行いました。

大野町立中小学校の児童は
5月15日に同町八木地区の
ハウスを見学しました。

大野町立南小学校の児童は
6月2日に同町八木地区の
ハウスを見学しました。

大野町立西小学校の児童は6月5日に
同町野地区のハウスを見学しました。

池田町立温知小学校

組合立養基小学校

揖斐川町立清水小学校
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network
ネットワークいび川

　
池
田
町
立
池
田
小
学
校
の
2
年
生
児
童
54
人
は
、
野
菜

苗
の
植
え
付
け
を
体
験
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
当
J
A
池
田

東
支
店
の
支
店
運
営
委
員
会
が
企
画
し
た
も
の
。
ト
マ
ト

や
キ
ュ
ウ
リ
、
オ
ク
ラ
に
ナ
ス
な
ど
の
苗
90
本
を
植
え
付

け
ま
し
た
。
水
や
り
や
草
取
り
な
ど
の
栽
培
管
理
は
、
同

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
児
童
た
ち
が
一
緒
に
な
っ
て
行
い

ま
す
。 支店運営委員会の取り組み

児童が野菜苗の植え付けを体験

5／16 池田小学校内の畑

　
揖
斐
支
店
と
八
幡
支
店
の
支
店
運
営
委
員
会
は
、
同
会

の
取
り
組
み
の
中
で
人
気
の
あ
る
野
菜
栽
培
講
習
会
を
開

き
ま
し
た
。
各
営
農
セ
ン
タ
ー
の
技
術
参
与
を
招
き
、
春

夏
野
菜
の
栽
培
方
法
や
管
理
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

野菜の栽培方法や管理を学ぶ
野菜栽培講習会を開催

4／27・5／15 揖斐支店・八幡支店・清水出張所

　
揖
東
支
店
は
隣
接
す
る
大
野
町
バ
ラ
公
園
で
開
催
さ
れ

た「
バ
ラ
ま
つ
り
大
野
2
0
1
7
」に
出
店
し
ま
し
た
。
同

支
店
は
バ
ラ
用
の
肥
料
や
園
芸
用
土
、
美
濃
い
び
茶
な
ど

を
販
売
し
、
多
く
の
来
場
者
に
買
い
求
め
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 バラの肥料等を販売

バラまつり大野2017に
出店しました

5／13～14 大野町バラ公園

　
当
Ｊ
Ａ
は
2
0
1
4
年
か
ら
将
来
の
Ｊ
Ａ
を
担
う
職
員

の
育
成
を
目
的
に
、
中
核
人
材
能
力
開
発
研
修
会
を
開
い

て
き
ま
し
た
。
2
0
1
5
年
に
女
性
活
躍
推
進
法
が
施
行

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
女
性
の
個
性
や
能
力
を
充
分
に
発
揮

で
き
る
中
核
人
材
を
育
成
し
よ
う
と
今
年
度
は
女
性
職
員

の
み
を
選
出
。
選
ば
れ
た
14
人
の
女
性
職
員
ら
は
10
ヵ
月

に
わ
た
る
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
、
実
践
的
な
ビ
ジ
ネ

ス
ス
キ
ル
や
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
学
び
ま
す
。

将来のJAを担う職員の育成へ
中核人材能力開発研修会を開く

5／15 本店

　
当
J
A
青
年
部
は
水
稲
栽
培
に
お
い
て
効
率
的
に
除
草

し
、
労
力
を
軽
減
す
る
た
め
に
除
草
剤
散
布
用
無
人
ボ
ー

ト
の
実
演
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
誰
で
も
簡
単
に
扱

え
る
ホ
イ
ラ
ー
式
送
信
機
で
ボ
ー
ト
を
操
作
し
、
水
面
を

走
ら
せ
る
だ
け
で
散
布
作
業
が
済
む
の
で
労
力
の
軽
減
に

効
果
的
で
す
。

水稲栽培の
効率化・労力軽減へ
青年部が除草剤散布用
無人ボート実演研修会に参加

5／9 池田町ほ場

　
「
き
れ
い
な
水
を
次
の
世
代
へ
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
揖
斐
川
流
域
を
13

ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
ご
み
の
収
集

や
分
別
な
ど
を
行
う
清
掃
活
動「
揖
斐

川
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
2
0
1
7
」が
行

わ
れ
ま
し
た
。
当
J
A
か
ら
は
役
職

員
約
1
6
0
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ

ロ
ッ
ク
に
参
加
し
ま
し
た
。

きれいな水を次の世代へ
「揖斐川クリーン大作戦2017」
に参加しました

5／27 揖斐川流域

清水出張所

八幡支店

揖斐会場

大野会場池田会場
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7月26日（水）夜7時30分から
 JAいび川編が放送されます！！

　6月から放送が始まりました岐阜県JAグループと岐阜放送に
よる農業応援番組「鈴木ちなみの元気のみなもと“ちなみな”」。
　今月の放送はJAいび川編です。番組の内容を写真で少しだけ
ご紹介します。また、番組内でプレゼントコーナーがあります
のでご家族お揃いでぜひご覧ください。

サイクリングを楽しみながら、揖斐郡内の茶畑を巡りました。

揖斐川町立かすが
幼児園のみんなと
茶摘みを体験。

「美濃いび茶」の
お話を伺いました。

営
えい

農
のう

掲
けい

示
じ

板
ばん

水稲・大豆の無人ヘリコプター防除実施のお知らせ
　7月下旬から9月下旬頃まで水稲・大豆の無人ヘリコプター防除を行います。安全防除実施のため、皆
様のご理解とご協力をお願い申し上げます。なお、防除予定日程は、当JAホームページに掲載いたします。
※天候により、防除日程を変更する場合がありますので、あらかじめご了承ください。

中古育苗台車の無償譲渡について
　池田育苗センターにて使用しておりました育苗緑化台車を、ご希望の方に無償譲渡いたします。
池田営農センターにてお申し込みください。なお、台車の台数には限りがありますのでご了承ください。
お問い合わせ：池田営農センター　45-9013　　本店営農販売部販売課　23-1143
申 込 み 期 日：平成29年7月28日（金）
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りよだ農営

〈全 体 運〉 ささいなことでイライラしやすいよ
う。一人の時間を大切にして気分のリフレッシュ
を。深呼吸も開運の鍵に

〈健 康 運〉 ちょっとしたけがに注意。冷静な行
動を

〈幸運を呼ぶ食べ物〉 オクラ

A R I E S 3.21
▼
4.19おひつじ座

◦
中
干
し

　
中
干
し
に
は
根
を
元
気
に
し
て
土
中
深
く

伸
ば
し
、
吸
肥
力
を
高
め
る
効
果
が
あ
り
ま

す
。
早
植
え
ハ
ツ
シ
モ
は
7
月
中
旬
か
ら
、

普
通
期
植
え
ハ
ツ
シ
モ
は
7
月
下
旬
か
ら
中

干
し
時
期
に
入
り
ま
す
。
片
足
で
立
っ
て
、

か
か
と
が
3
セ
ン
チ
程
度
沈
む
固
さ
を
目
安

に
一
週
間
程
度
干
し
、
そ
の
後
は
間
断
か
ん

水
に
よ
り
根
の
活
力
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

◦
大
切
な
追
肥（
け
い
酸
加
里
）

　
良
品
質
・
高
収
量
に
向
け
て
、
水
田
の「
土

づ
く
り
」を
し
ま
し
ょ
う
。
け
い
酸
加
里
の
施

用
で
期
待
さ
れ
る
効
果
は
次
の
3
つ
で
す
。

1
．
根
張
り
を
良
く
し
て
、
養
分
吸
収
を
旺

盛
に
し
ま
す
。

　
→
登
熟
の
向
上

2
．
受
光
態
勢
を
良
く
し
て
、
光
合
成
を
促

進
し
ま
す
。

　
→
食
味
の
向
上

3
．
倒
伏
や
い
も
ち
病
に
強
い
丈
夫
な
稲
体

を
作
り
ま
す
。

　
→
収
量
の
向
上

　
出
穂
の
45
～
35
日
前
頃
が
追
肥
の
施
用
適

期
で
す
。
早
植
え
ハ
ツ
シ
モ
は
7
月
10
日
か

ら
15
日
頃
、
普
通
植
え
ハ
ツ
シ
モ
は
7
月
20

日
か
ら
25
日
頃
と
な
り
ま
す
。
施
用
量
は
10

ア
ー
ル
当
た
り
30
キ
ロ
グ
ラ
ム
が
目
安
で
す
。

◦
穂
肥

　
早
植
え
ひ
と
め
ぼ
れ
や
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
、

出
穂
の
20
日
前
で
生
育
が
平
年
並
に
推
移
し

た
場
合
、
7
月
10
日
か
ら
15
日
頃
、
幼
穂
長

が
5
～
10
ミ
リ
と
な
る
時
期
が
穂
肥
の
適
期

と
な
り
ま
す
。

　
穂
肥
用
肥
料「
み
の
る
く
ん
」を
10
ア
ー
ル

当
た
り
20
～
30
キ
ロ
グ
ラ
ム
施
用
し
ま
す
。

で
き
れ
ば
2
回
に
分
け
、
1
回
目
は
出
穂
前

20
日
頃
に
20
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
2
回
目
は
稲
の

様
子
と
天
気
を
見
な
が
ら
7
日
か
ら
10
日
後

に
10
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
施
用
し
ま
す
。
背
負
動

力
散
布
機
を
使
用
の
場
合
は
、
施
肥
量
調
整

を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
穂
肥

を
行
う
前
に
は
2
～
3
セ
ン
チ
の
浅
水
を
湛

え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◦
雑
草
の
残
り

　
ヒ
エ
や
ク
ロ
グ
ワ
イ
、
イ
ボ
ク
サ
が
残
っ

て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
サ
ン
パ
ン
チ
1
キ
ロ

粒
剤
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。
ヒ
エ
の
み
の
場

合
は
ヒ
エ
ク
リ
ー
ン
1
キ
ロ
粒
剤
、
広
葉
雑

草
の
み
の
場
合
は
バ
サ
グ
ラ
ン
粒
剤
が
効
果

的
で
す
。
た
だ
し
、
サ
ン
パ
ン
チ
1
キ
ロ
粒

剤
や
ヒ
エ
ク
リ
ー
ン
1
キ
ロ
粒
剤
は
湛
水
状

態
に
し
て
施
し
ま
す
が
、
バ
サ
グ
ラ
ン
粒
剤

は
落
水
状
態
で
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。
残
っ

て
い
る
雑
草
の
種
類
や
葉
齢
に
注
意
し
て
剤

を
選
び
ま
し
ょ
う
。

◦
葉
い
も
ち
に
注
意

　
葉
い
も
ち
を
見
落
と
す
と
、
穂
い
も
ち
の

多
発
に
つ
な
が
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

特
に
山
沿
地
域
で
は
葉
い
も
ち
の
予
防
は
重

要
で
、
対
策
に
は
フ
ジ
ワ
ン
粒
剤
が
効
果
的

で
す
。

◦
播
種
前
の
準
備

　
種
子
消
毒
と
雑
草
の
前
処
理
は
大
切
な
作

業
と
な
り
ま
す
。
種
子
消
毒
に
は
種
子
1
キ

ロ
グ
ラ
ム
に
キ
ヒ
ゲ
ン
Ｒ
¦

2
フ
ロ
ア
ブ
ル

20
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
を
塗
沫
し
、
風
乾
さ
せ
ま

す
。
雑
草
が
多
い
場
合
は
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ

マ
ッ
ク
ス
ロ
ー
ド
な
ど
の
非
選
択
性
除
草
剤

で
前
処
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
播
種
直
後
は

エ
コ
ト
ッ
プ
Ｐ
乳
剤
4
0
0
～
6
0
0
ミ
リ

リ
ッ
ト
ル
を
水
1
0
0
リ
ッ
ト
ル
に
溶
か
し

て
散
布
し
ま
す
。

◦
播
種
の
目
安

　
播
種
量
は
一
般
的
に
10
ア
ー
ル
当
た
り
4

～
5
キ
ロ
グ
ラ
ム
程
度
と
し
ま
す
が
、
狭
畦

密
植
栽
培
で
は
10
ア
ー
ル
当
た
り
6
キ
ロ
グ

ラ
ム
程
度
が
必
要
で
す
。
播
種
期
が
遅
く
な

る
に
つ
れ
、
多
め
の
播
種
量
に
し
ま
し
ょ
う
。

◦
排
水
が
肝
要

　
額
縁
や
畝
間
排
水
路
は
し
っ
か
り
繋
ぎ
、

十
分
な
排
水
管
理
を
し
て
か
ら
作
業
を
は
じ

め
ま
し
ょ
う
。
播
種
は
7
月
25
日
頃
ま
で
に

播
き
終
わ
る
よ
う
計
画
し
ま
す
。
な
お
、
翌

日
に
多
雨
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
播
種
期
を

1
～
2
日
延
期
し
て
か
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
今
年
の
梅
雨
入
り
は
6
月
7
日
と
、
平
年

よ
り
1
日
早
く
な
り
ま
し
た
。
梅
雨
明
け
後

は
、
気
温
も
上
が
り
日
差
し
も
強
く
な
り
ま

す
。
7
月
は
、
果
実
肥
大
が
進
み
、
種
が
充

実
し
始
め
ま
す
。
来
年
の
花
芽
が
で
き
は
じ

め
る
の
も
こ
の
時
期
で
す
。

◦
摘
果
作
業
の
ポ
イ
ン
ト

　
7
月
に
入
る
と
、
生
理
落
果
が
一
段
落
し

ま
す
。
大
玉
の
果
実
を
収
穫
す
る
た
め
に
、

摘
果
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
摘
果
の
目
安

は
、
葉
20
枚
に
対
し
て
果
実
1
個
に
な
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
摘
果
す
る
果
実
は

①
遅
れ
花
や
摘
ら
い
の
見
残
し
た
も
の

②
形
が
悪
い
も
の

③
小
さ
い
も
の

④
傷
が
あ
る
も
の

⑤
病
害
虫
の
被
害
が
あ
る
も
の

水
　
　
稲

大
　
　
豆

柿
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7月の旬をアドバイス

〈全 体 運〉 周囲のサポートに恵まれ、順調に過
ごせそう。初対面の相手にも笑顔で話し掛ける
と良縁を引き寄せられるはず

〈健 康 運〉 軽い運動がさらなる体調アップを招
く時期

〈幸運を呼ぶ食べ物〉 エダマメ

T A U R U S 4.20
▼
5.20お う し 座

⑥
日
焼
け
し
や
す
い
位
置
に
あ
る
も
の

⑦
実
が
大
き
く
な
っ
た
時
に
ぶ
つ
か
る
も
の

で
す
。

◦
追
肥

　
生
理
落
果
が
終
わ
っ
た
こ
ろ
追
肥
を
行
い

ま
す
。
柿
専
用
肥
料
2
号
を
10
ア
ー
ル
当
た

り
１
～
２
袋
施
し
ま
し
ょ
う
。
枝
の
伸
び
が

良
く
、
樹
勢
が
強
く
な
っ
て
い
る
時
は
、
量

を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

◦
猛
暑
対
策

　
梅
雨
明
け
後
1
週
間
以
上
雨
が
降
ら
な
い

時
に
は
、
日
焼
け
果
防
止
の
た
め
樹
冠
下
に

十
分
し
み
こ
む
ま
で
か
ん
水
を
行
い
ま
し
ょ

う
。
た
だ
し
、
炎
天
下
で
の
滞
水
は
根
の
活

動
を
弱
め
る
の
で
、
涼
し
い
時
間
帯
に
行
い

ま
し
ょ
う
。

◦
西
村
早
生
の
着
色
促
進

　
フ
ィ
ガ
ロ
ン
乳
剤
5
，0
0
0
倍
液
の
散
布

散
布
時
期　
満
開（
相
羽
で
5
/

17
頃
）か
ら

70
～
80
日
後
と
15
～
20
日
後
の
2
回

＊
樹
勢
低
下
防
止
の
た
め
、
毎
年
同
じ
樹
に

散
布
す
る
の
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

◦
抑
制
作
型
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の
栽
培
管
理

　
10
月
に
収
穫
で
き
る
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の

栽
培
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
3
月
、
4
月
ま

き
同
様
、
土
づ
く
り
に
堆
肥
、
苦
土
石
灰
、

B
M
重
焼
り
ん
を
混
ぜ
て
深
く
耕
し
て
お
き

ま
す
。

○
種
ま
き

　
品
種
は
、
種
ま
き
か
ら
収
穫
ま
で
の
日
数

が
85
日
以
上
の
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
7

月
下
旬
頃
か
ら
8
月
上
旬
頃
が
種
ま
き
摘
期

で
す
。
直
ま
き
で
1
穴
に
2
粒
ま
き
ま
す
。

混
み
す
ぎ
る
と
、
穂
が
小
さ
く
な
っ
た
り
、

穂
先
ま
で
実
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
、
株

間
30
セ
ン
チ
、
畝
間
50
セ
ン
チ
の
2
条
植
え

で
種
ま
き
し
ま
す
。
本
葉
３
～
４
枚
の
時
に

間
引
く
株
を
根
元
か
ら
ハ
サ
ミ
で
切
っ
て
1

本
に
し
ま
す
。

○
追
肥

　
1
ア
ー
ル
当
た
り
N
K
化
成
4
キ
ロ
グ
ラ

ム
を
本
葉
６
～
８
枚
の
時
と
、
雄
穂
が
で
る

と
き
に
施
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
か
ん
水

　
雄
穂
が
出
穂
し
て
か
ら
収
穫
ま
で
は
、
1

番
水
が
必
要
な
と
き
で
す
し
、
1
年
で
1
番

暑
い
時
期
な
の
で
、
乾
い
た
ら
か
ん
水
し
ま

し
ょ
う
。

○
害
虫
対
策

　
雄
穂
が
少
し
で
も
見
え
始
め
た
と
き
と
雌

穂
の
絹
糸
が
で
た
頃
、
パ
ダ
ン
粒
剤
4
を
上

か
ら
散
布
し
て
ア
ワ
ノ
メ
イ
ガ
を
防
除
し
ま

し
ょ
う
。
パ
ダ
ン
粒
剤
4
の
防
除
で
足
ら
な

い
と
き
は
、
ト
レ
ボ
ン
乳
剤
で
追
加
防
除
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

○
収
穫

　
花
が
咲
い
て
か
ら
20
～
25
日
目
が
収
穫
時

期
の
目
安
に
な
り
ま
す
。
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

は
収
穫
後
ど
ん
ど
ん
甘
み
が
落
ち
る
の
で
、

早
朝
に
収
穫
し
て
新
鮮
な
う
ち
に
い
た
だ
く

の
が
格
別
で
す
。

◦
太
陽
熱
消
毒
で
土
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　
長
年
野
菜
を
栽
培
し
続
け
て
い
る
と
、
土

の
中
の
病
原
菌
や
ネ
キ
リ
ム
シ
、
セ
ン
チ
ュ

ウ
が
増
え
て
き
て
、
作
物
の
成
長
を
妨
げ
ま

す
。
太
陽
熱
消
毒
で
土
の
中
の
病
害
虫
を
退

治
し
ま
し
ょ
う
。

　
梅
雨
明
け
後
は
気
温
が
上
が
り
、
太
陽
熱

消
毒
を
行
う
適
期
で
す
。

○
方
法

　
1
ア
ー
ル
当
た
り
稲
わ
ら
か
も
み
殻
を
50

キ
ロ
グ
ラ
ム
ま
き
、
上
か
ら
軽
く
水
を
か
け
、

石
灰
窒
素
を
10
キ
ロ
グ
ラ
ム
施
用
し
て
よ
く

耕
し
ま
す
。
さ
ら
に
水
を
た
っ
ぷ
り
か
け
て
、

透
明
な
ビ
ニ
ー
ル
を
し
っ
か
り
か
ぶ
せ
、
1

か
月
ほ
ど
放
置
す
る
と
太
陽
熱
消
毒
の
完
了

で
す
。
秋
冬
作
の
作
付
け
前
に
試
し
て
み
る

の
も
い
か
が
で
す
か
。

　
た
だ
し
、
石
灰
窒
素
に
含
ま
れ
る
窒
素
は
、

概
ね
そ
の
ま
ま
土
に
残
る
の
で
、
10
ア
ー
ル

当
た
り
20
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
基
肥
を
減
ら
し
ま

し
ょ
う
。

対象病害虫 農薬名 濃度 水100L
当たり薬量

上旬

炭そ病、落葉病 オーソサイド
水和剤80 1000倍 100g

フジコナカイガラムシ、
カキノヘタムシガ、

カメムシ類

スミチオン
水和剤40 1000倍 100g

◦7月のかきの病害虫防除

野
　
　
菜
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〈全 体 運〉 強引に物事を進めず、じっくりと腰
を据えて取り組むのに向く期間。リラックスす
るには紅茶に凝ると効果あり

〈健 康 運〉 暴飲暴食気味。食事内容の見直しが
必須

〈幸運を呼ぶ食べ物〉 ピーマン

G E M I N I 5.21
▼
6.21ふ た ご 座

狂
俳「
温
厚
・
朧
お
ぼ
ろ
づ
き月・
天
高
し
」川
柳「
萩は
ぎ

」１
題
２
句
ま
で
。
俳
句
・
短

歌
も
2
句
ま
で
。
住
所
・
本
名
・
雅
号
・
管
轄
支
店
を
明
記
し
て
下
さ
い
。

◆
応
募
先
：
郵
便
番
号 

五
〇
一
¦

〇
六
九
三  

揖
斐
川
町
上
南
方
十
五
番
地

　
　
　
　
　
い
び
川
農
業
協
同
組
合
　
企
画
管
理
課「
清
流
」文
芸
係
ま
で
。

文
字
は
楷
書
で
は
っ
き
り
と
書
き
、読
み
づ
ら
い
漢
字
に
は
読
み
仮
名
を
つ
け
て
下
さ
い
。

9
月
号
は
狂
俳
・
俳
句
・
川
柳
を
募
集
し
ま
す
。

☆
締
め
切
り
　

7
月
26
日（
水
）必
着

文
ぶ

ん

芸
げ

い

二
〇

蚊　

帳

中
は
天
国
外
こ
わ
い

池
田
小

谷
口
未
颯
乃

一
九
ハ
イ
キ
ン
グ

可
愛
い
リ
ュ
ッ
ク
が
歩
い
て
く

揖
　
斐

広
瀬
　
弘
子

一
八

蚊　

帳

昭
和
の
時
代
な
つ
か
し
い

坂
　
内

清
水
　
明
山

一
七

き
ら
き
ら

雪
に
太
陽
か
が
や
く
よ

池
田
小

西
脇
　
大
和

一
六

蚊　

帳

赤
児
す
や
す
や
眠
り
つ
く

大
　
野

梅
田
　
静
花

一
五

き
ら
き
ら

夜
の
空
星
で
か
が
や
く

池
田
小

馬
場
　
絢
奈

一
四

き
ら
き
ら

里
芋
の
葉
に
玉
こ
ろ
り

池
　
田

樋
口
ふ
さ
の

一
三

き
ら
き
ら

仏
壇
洗
濯
見
違
え
る

養
　
基

山
﨑
　
勇
桜

一
二
ハ
イ
キ
ン
グ

お
に
ぎ
り
持
っ
て
山
登
る

大
　
野

河
村
　
三
子

見
返
し
ハ
イ
キ
ン
グ

澄
ん
だ
空
気
で
元
気
出
す

揖
　
東

杉
原
　
専
心

一
〇
ハ
イ
キ
ン
グ

と
な
り
の
弁
当
見
く
ら
べ
る

揖
　
東

石
原
ひ
な
菊

九

蚊　

帳

雷
こ
わ
く
逃
げ
こ
ん
だ

富
　
秋

林
　
多
恵
子

八

き
ら
き
ら

エ
メ
ラ
ル
ド
み
ど
り
に
光
る

池
田
小

い
と
う
は
や
と

七

蚊　

帳

虫
き
ら
い
で
も
安
心
だ

池
田
小

新
川
な
つ
め

六

ハ
イ
キ
ン
グ

友
も
行
く
お
し
ゃ
べ
り
楽
し

北
　
和

仲
井
　
智
子

五

き
ら
き
ら

月
な
き
夜
は
星
目
立
つ

小
　
島

御
田
村
光
女

四

蚊　

帳

昔
話
の
種
と
な
る

　
鴬

佐
々
木
白
定

三

き
ら
き
ら

七
夕
吊
し
笹
光
る

富
　
秋

國
枝
　
紫
陽

二

蚊　

帳

川
の
字
並
び
眠
り
つ
く

坂
　
内

田
中
　
清
峰

秀
逸

蚊　

帳

夏
風
物
詩
吊
り
下
る

　
鴬

鳥
本
　
香
山

大
尾
ハ
イ
キ
ン
グ

青
葉
の
中
に
声
は
ず
む

　
鴬

野
村
と
め
乃

追
吟

う
ず
巻
の
蚊
取
線
香
色
あ
せ
り

雨
　
　
　
城

「
蚊
帳
・
き
ら
き
ら
・
ハ
イ
キ
ン
グ
」

狂 
俳

狂
俳
選
句　

所　

雨
城　

大
人	

応
募
数　

百
七
十
六
句

題

　
　
　　
夏
野
菜
食
欲
進
む
母
の
味	

北
　
和	

仲
井
　
智
子

【
評
】	

昔
母
に
作
っ
て
も
ら
っ
た
ぬ
か
ず
け
を
今
私
が
作
っ
て
母
を
思
い
出
す
様
子
が
出
て
い
る
。

入
　
選

苗
植
え
し
梅
雨
恋
し
と
天
仰
ぐ

揖
　
東

杉
原
　
専
心

風
薫
る
若
葉
中
を
通
り
ぬ
け

揖
　
東

石
原
ひ
な
菊

初
な
り
の
茄
子
に
滴
る
朝
の
露

北
　
和

森
本
　
盛
雄

物
置
か
ず
す
だ
れ
が
ゆ
れ
る
夏
座
敷

池
　
田

樋
口
ふ
さ
の

見
渡
せ
る
広
き
平
野
も
田
水
付
く

小
　
島

御
田
村
光
女

窓
明
け
し
通
り
ぬ
け
行
く
青
田
風

富
　
秋

國
枝
　
紫
陽

み
え
か
く
れ
川
面
に
蛍
二
つ
三
つ

揖
　
斐

広
瀬
　
弘
子

樹
々
の
間
を
抜
け
て
差
し
込
む
西
陽
か
な

池
　
田

樋
口
　
玲
子

青
々
と
芽
吹
く
音
か
と
春
陽
中

大
　
野

梅
田
　
静
花

夏
休
み
蝉
と
る
子
等
の
声
弾
む

富
　
秋

林
　
多
恵
子

俳 

句

	

選　

波
賀
野
善
夫	

　
　
応
募
数　

三
十
九
句

特
選

入
　
選

青
田
風
田
廻
り
す
る
も
心
地
よ
い

大
　
野

国
枝
　
芳
香

過
疎
な
れ
ど
住
め
ば
青
田
に
稔
り
来
る

北
　
和

森
本
　
盛
雄

青
田
波
か
え
る
の
卵
手
で
す
く
い

池
　
田

樋
口
ふ
さ
の

み
は
る
か
す
濃
尾
の
平
野
青
田
波

久
　
瀬

谷
口
　
正
実

夕
暮
れ
は
蛙
の
合
唱
に
ぎ
や
か
に

　
鴬

野
村
と
め
乃

野
も
山
も
新
緑
い
っ
ぱ
い
青
田
風

揖
　
斐

小
谷
　
淡
水

子
の
声
も
青
田
に
映
る
通
学
路

北
　
和

仲
井
　
智
子

微
風
の
か
く
れ
て
お
り
し
青
田
ゆ
れ

養
　
基

山
﨑
　
勇
桜

青
田
伸
び
風
の
い
た
ず
ら
か
ら
み
合
う

池
　
田

樋
口
　
玲
子

腰
痛
も
言
わ
ぬ
田
植
機
青
田
成
す

宮
　
地

安
田
　
修
月

　
　
　　
美
濃
の
国
誇
り
し
揖
斐
川
青
田
風	

揖
　
斐	

広
瀬
　
弘
子

【
評
】	

水
も
清
く
豊
富
で
株
太
り
平
野
を
黄
金
色
に
し
き
つ
め
る
日
が
来
ま
す
。
美
濃
は
有
難

い
で
す
ね
!!

特
選
川 

柳

	
  

選　

梅
田　

静
花　
　
応
募
数　

三
十
八
句

題
＝「
青
田
」
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〈全 体 運〉 新しいことをスタートさせるのに最
適。意欲的にチャレンジしてみて。過去に駄目
だった挑戦にもリベンジ可能

〈健 康 運〉 疲れを感じやすいかも。休養を忘れ
ずに

〈幸運を呼ぶ食べ物〉 トウガン

C A N C E R 6.22
▼
7.22か に 座

公
益
社
団
法
人　

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
忘
れ
な
い

◦
認
知
症
の
方

　
男
性
、
50
歳
、
要
介
護
1

　
3
年
半
ほ
ど
前
に
、
毎
日
通
勤
し
て

い
た
会
社
の
場
所
が
急
に
分
か
ら
な
く

な
り
途
方
に
暮
れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き

は
妻
に
電
話
を
し
て
助
け
て
も
ら
っ
た

の
で
す
が
、
何
か
頭
の
病
気
だ
っ
た
ら

い
け
な
い
と
思
い
病
院
を
訪
ね
た
と
こ

ろ
、
若
年
性
認
知
症
だ
と
診
断
さ
れ
ま

し
た
。
シ
ョ
ッ
ク
で
食
事
も
喉
を
通
ら

ず
、
1
年
く
ら
い
は
家
に
引
き
こ
も
っ

て
い
ま
し
た
。

　
あ
る
日
、
妻
に
認
知
症
の
人
の
集
ま

り
に
行
こ
う
と
誘
わ
れ
、
2
回
ほ
ど
参

加
し
た
と
き
に「
カ
フ
ェ
を
造
る
の
で
手

伝
っ
て
ほ
し
い
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。
認

知
症
の
自
分
に
何
が
で
き
る
の
か
と
思

い
ま
し
た
が
、
掃
除
な
ど
を
し
に
出
掛

け
る
よ
う
に
な
る
と
、
社
会
と
の
つ
な
が

り
も
少
し
ず
つ
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
を

受
け
た
と
こ
ろ
、
主
治
医
に「
働
い
て
み

て
は
？
」と
言
わ
れ
、
多
機
能
型
事
業
所

で
就
労
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま
し

た
。
今
で
は
週
に
5
日
、
野
菜
の
袋
詰

め
や
リ
サ
イ
ク
ル
作
業
な
ど
を
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
体
験
に
よ
っ
て
私
は
再
び
生
き

知って備える
「認知症」

る
希
望
と
自
信
を
取
り
戻
し
、
ま
だ
ま

だ
自
分
に
で
き
る
こ
と
が
あ
る
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
一
念

発
起
し
て「
介
護
職
員
初
任
者
研
修
」の

受
講
を
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
と
、
無
事
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
今
後

は
受
講
で
学
ん
だ
こ
と
や
自
分
自
身
の

経
験
を
生
か
し
て
、
福
祉
関
係
の
仕
事

に
携
わ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◦
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
周
囲
の
人
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
自
分

の
居
場
所
を
い
く
つ
も
持
つ
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
ご
自
身
の
前
向
き
な
姿
勢

が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

福
祉
関
係
の
仕
事
を
な
さ
り
た
い
の
で

あ
れ
ば
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
障
害
者
雇

用
枠
も
あ
り
ま
す
の
で
、
採
用
面
接
を

受
け
ら
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
こ
れ
か
ら
も
、
や
り
た
い
こ
と
が

あ
れ
ば
積
極
的
に
挑
戦
し
、
ご
自
分
ら

し
く
生
き
て
い
か
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

介護に関するお困り事・お悩み事はケアマネージャーにご相談下さい
お問い合わせ先
JAいび川訪問介護ステーション
住所：揖斐郡揖斐川町三輪2439-1
電話：（0585）23-0155　FAX：（0585）21-3052
どんなことでも相談を承ります。（ご相談は無料です）
個人情報などの守秘義務は厳守します。

介護事業だより

元気にLIFE
当
Ｊ
Ａ
営
農
販
売
部
か
ら
苗
を
提
供

ミ
ニ
ト
マ
ト
の
栽
培
を
始
め
ま
し
た利

用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

失
語
症
カ
フ
ェ
を

開
催
し
ま
し
た

　
揖
斐
厚
生
病
院
で
好
評
を
得
て
い
る

失
語
症
の
集
団
訓
練
を
休
日
に
も
行
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
た
め
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
清
流
の
里
で
5
月
21
日
の
日
曜
日

に
第
1
回
失
語
症
カ
フ
ェ
を
開
催
し
ま

し
た
。
参
加
し
た
利
用
者
の
皆
さ
ん
は

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
歌
っ
た
り
、

語
っ
た
り
と
い
っ
た
課
題
を
楽
し
み
な

が
ら
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
清
流
の
里
は
5

月
31
日
に
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
苗
12
株
を
当
Ｊ

Ａ
営
農
販
売
部
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。
水

や
り
や
摘
ら
い
な
ど
の
栽
培
管
理
を
利
用
者

と
職
員
が
一
緒
に
な
っ
て
行
い
、
育
っ
た
ミ

ニ
ト
マ
ト
が
収
穫
で
き
る
日
を
み
ん
な
で
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
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woman activity
生き活きウーマン

〈全 体 運〉 地道な作業に力を注げば、少しずつ
物事が動きだす予感。何事にもじっくり取り組
んで。気分転換には音楽が吉

〈健 康 運〉 不調和を感じがち。生活リズムを整
えて

〈幸運を呼ぶ食べ物〉 カンパチ

L E O 7.23
▼
8.22し し 座

　JAいび川女性部は5月16日、揖斐川
町地域交流センターで女性部大学開校
式を開きました。347人が参加し、同
大学の学則や今年度の年間活動計画を
確認しました。
　同大学は家族が安心して暮らせる豊
かな地域づくりを目指し、幅広い知識
の習得と、女性部活動の活性化に取り
組んでいます。今年度は434人が受講
し、5月から来年の3月までに9回実施
する予定です。森本節子女性部部長は

「女性部活動を通じて仲間の輪を広げ、
地域活性化に繋げていきましょう」と
あいさつしました。

女性の力で地域活性化を目指す
平成29年度
女性部大学開校式を開く

　旬な食材を使って地産地消を実践する料理教室
「グリーンクッキング」が5月下旬から始まりまし
た。5月24日には宮地公民館で開き、総合家庭雑
誌「家の光」に掲載されているレシピから「ジャガ
イモとエビだんごのショウガ風味煮」「はるさめ
とたっぷり野菜の和え物」「レタスと卵の中華スー

プ」「ミルクプリン  イチゴソースか
け」を作りました。参加者
は「揖斐郡産の旬な食材
を使い、手軽においしい
料理を作ることができた。
さっそく家でも作りたい」
と話していました。

旬の食材を使い地産地消を実践！
グリーンクッキング

　開校式後には、総合家庭雑誌「家の光」で
お馴染みの料理研究家枝元なほみ氏を招き、

「健康に食べる～医食同源～」を講演。会場
の皆さんは、食に関するユニークなトーク
を楽しみました。

講師 料理研究家  枝元なほみ氏
演題 健康に食べる～医食同源～

特別講演
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〈全 体 運〉 対人運良好。人と知り合える場所に
は積極的に足を運んで。趣味の集まりやオフ会
に参加すると新鮮な出会いが

〈健 康 運〉 順調。血行促進を図ると、さらに好転
〈幸運を呼ぶ食べ物〉 アンズ

V I R G O 8.23
▼
9.22お と め 座

オクラとトマトの煮びたし

❶	オクラはがくを削り、塩少 （々材料外）を擦り付けます。
❷	鍋に湯を沸かし、トマトを湯むきします。続けて同じ湯でオクラ
をさっとゆでます。

❸	トマトとオクラを一口大に切ります。
❹	Aを鍋に合わせて火にかけます。煮立ったら、オクラ、トマト
を加えて、すぐに火を止めます。粗熱が取れたら冷蔵庫で冷
やします。

❺	器に盛り、削りかつおを散らします。

作り方

材 料（2人分）

◦オクラ…………………………… 1袋（100g）
◦トマト…………………………… 1個（150g）
　　◦だし…………………………………100ml
　　◦しょうゆ……………………… 大さじ1/2
　　◦みりん…………………………… 大さじ1
　　◦塩……………………………… 小さじ1/8
◦削りかつお（パック）…………………… 1/2袋

1人分
41kcal

おいしくてカンタンおすすめレシピ

撮影：大井一範

出典：ベターホームのお料理教室

A

旬の夏野菜セールを開催します!
　当JAは右記の日程で旬の夏野菜セールを開催します。トマトや
キュウリ、ナスなどの夏野菜にスイカなどを豊富に取り揃えてい
ます。皆さまのご来店をお待ちしています。

7月7日（金）～9日（日）
7月21日（金）～23日（日）

日 時

ファーマーズマーケット大野店
農林産物直売所「ブルースカイ」「グリーンステーション」
道の駅池田温泉農産物直売所

場 所

直売所のおすすめ情報

※7月7日（金）～9日（日）にグリーンステーションで、
7月21日（金）～23日（日）に道の駅池田温泉農産物
直売所で周年祭を開催します。

　揖斐郡産の美濃いび茶、いちごを
贅沢に使用した「美濃いびジェラー
ト」は、ひんやり美味しい夏の贈り物
として最適です。
　素材にこだわり、素材本来の味を
楽しんでいただけるジェラートに仕
上がりました。抹茶、ほうじ茶のギ
フトセットが「日本ギフト大賞2017」
の「岐阜賞」を受賞。誰にでも喜ばれ
ること間違いなし。お申込みはJA各
支店・出張所・直売所にて承ります。

送料込 各5,400円（税込）

美濃いび茶
ジェラートセット
内容：抹茶・ほうじ茶 
　　　各100ml 各5カップ

美濃いびジェラート
3種セット
内容：抹茶・ほうじ茶 
　　　各100ml 各4カップ
　　　美濃姫（いちご） 
　　　100ml 2カップ

お世話になった方や
親しき人への夏の贈り物に
オススメです！！
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〈全 体 運〉 暗い発想をしやすい暗示。意識的に
プラス思考を。香り系ヒーリンググッズを試し
てみると効果を実感できます

〈健 康 運〉 運動不足気味に。適度に体を動かして
〈幸運を呼ぶ食べ物〉 アワビ

S A G I T T A R I U S 11.23
▼

12.21い て 座

孫達が集まり、バーベキューをした後に花火を見に
行くのが我が家の年中行事になっています。

　　　　　（揖斐川町/Ｔ・Ｋさん/63歳）

　皆さんはどんな時に幸せだなと感じますか？美味しいもの
を食べる時や好きなことをしている時など、様々なエピソー
ドや幸せに感じる時の具体的な場面をお聞かせください！
応募方法は21ページの「お楽しみクイズ」をご覧ください。

9月号のお題は「幸せに感じる時」です。

今月のお題は

「夏祭りの思い出」です。いび川VOICE
ボ イ ス

昔は小学校の運動場で盆踊りのやぐらを組み、地域
住民が揃って参加しました。今では懐かしい思い出
です。　　　　　　　　　　  （大野町/Ｔ・Ｋさん/79歳）

池田町の東川ほたる祭りの最後を飾る花火大会が派
手すぎずキレイでした。　　　（池田町/Ｔ・Ｍさん/56歳）

孫娘に着せた浴衣が着崩れしてしまったことがあっ
たので、今年はもっと上手く着せたいです。

　　　（揖斐川町/Ｋ・Ｓさん/70歳）

河川敷でゴザを敷いて、家族で花火を眺めた中学生
の頃の思い出が懐かしいです。 （池田町/Ｙ・Ｋさん/65歳）

屋台で買ったヒヨコが、幼かった息子の歩く後を
チョコチョコとついていく姿を思い出します。　

（揖斐川町/Ｔ・Ｈさん/69歳）

根尾川の花火を家族みんなで見に行ったことです。
（大野町/Ｋ・Ｋさん/65歳）

小学生の頃、伯母の家でかき氷を食べながら観た花
火が懐かしい思い出です。

（揖斐川町/Ｋ・Ｏさん/69歳）

夏祭りの会場で孫が金魚すくいをしたり、綿菓子を
食べたりする姿を見ると、亡き父母と来た遠い昔の
夏祭りを思い出します。

（池田町/Ｅ・Ｔさん/68歳）

担い手の皆さんのも
とを訪問し、ご要望
等を伺います

ミーティングを行い、
情報共有や案件等を
確認します　一般公募から「地域農業の担い手に出向くJA担

当者」の愛称をJAグループが一体（チーム）となっ
て地域農業をコーディネートするという意味を
持つ「Team for Agricultural Coordination」の
頭文字をとって「TAC（タック）」となりました。

TACの由来とは…

❶地域農業の担い手を訪問してご意見・
ご要望を伺い、誠実にお応えします。
❷地域農業の担い手の経営に役立つ各種
情報をお届けします。
❸地域農業の担い手のご意見を持ち帰り、
JAグループの業務改善に繋げます。

TAC（タック）の役割

タ　ッ　ク
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〈全 体 運〉 気分の浮き沈みが激しくなる期間。
コロコロ意見を変えて、周囲を困らせないよう、
ご用心。開運には深呼吸を

〈健 康 運〉 無理なダイエットはNG。ほどほど
にツキ

〈幸運を呼ぶ食べ物〉 カボチャ

C A P R I C O R N 12.22
▼
1.19や ぎ 座

①	

晩
ご
飯
の
こ
と

⑥	

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
原

料
に
な
る
植
物

⑦	

ビ
ー
玉
を
押
し
込
ん

で
か
ら
飲
み
ま
す

⑨	

コ
ン
コ
ン
と
ノ
ッ
ク

す
る
物

⑪	

鉛
筆
を
削
っ
て
出
し

ま
す

⑫	

泳
げ
な
い
人
の
強
い

味
方

⑭	

ハ
チ
ド
リ
や
チ
ョ
ウ

が
吸
い
ま
す

⑮	

電
話
で
は
――
が
明

か
な
い
。
会
っ
て
話

そ
う

⑰	

今
日
が
終
わ
る
と

や
っ
て
来
ま
す

⑲	

野
球
の
打
者
が
振
り

ま
す

�	

頭
文
字
の
こ
と
。
佐

藤
さ
ん
な
ら
Ｓ
で
す

①	夕涼みや花火大会に似合
う着物

②	サナギからチョウに――
した

③	物事を行うのにちょうど
良い頃合い

④	馬の背に置きます
⑤	絵柄の美しい――切手を

買った
⑧	わらなどを編んで作る敷物
⑩	ナタネやゴマなどを搾る

と取れます
⑫	原本からコピーした物の

こと
⑬	キツツキが木に穴を開け

るときに使う物
⑭	世話人に頼む、昔ながら

の婚活
⑯	――キープ。ペット――
⑱	東南アジアの国。首都は

バンコク
⑳	革靴や家具を磨いて出す

ことも

【5月号の当選者】
　小林　清美さん（揖斐川町）
　井口　玲子さん（揖斐川町）
　瀬川　千洋子さん（大野町）
　五十川　幸人さん（池田町）
　河村　静代さん（池田町）
おめでとうございました。　応募総数　　　46通
　　　　　　　　　　　　　うち正解者数　46通

5
月
号
の
答
え

「
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
」

【個人情報の取扱いについて】
　個人情報の保護に関する法律に基づき、「応募ハガキ」
に掲載いただいた住所・氏名などの個人情報は厳重に管
理し、当選者の抽選・発送とお便りコーナーへの掲載以
外の目的では使用いたしません。
　また、「文芸」やその他本紙作成に伴って得た個人情報
につきましても、厳重に管理いたします。

いび川ボイス採用者の中から1名様に揖斐郡産ブ
ルーベリーを使用した「ブルーベリーブッセ」、
ク イ ズ 正 解 者 の 中 か ら 5 名 様 に 図 書 カ ー ド

（1,000円分）をプレゼントいたします。
※いび川ボイスの当選者の発表は、プレゼントの発送を

もってかえさせていただきます。

切
手 揖

斐
川
町
上
南
方
15
番
地

　

J
A
い
び
川
企
画
管
理
課

「
清
流
」編
集
係
行

501─0693○
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名（
フ
リ

　

ガ
ナ
）・
年
齢
・
電
話
番
号

○
ク
イ
ズ
の
答
え

○
い
び
川
ボ
イ
ス
9
月
号
の
お
題

　
「
幸
せ
に
感
じ
る
時
」

○
Ｊ
Ａ
い
び
川「
清
流
」に
つ
い
て

　

の
ご
意
見
・
ご
感
想

応
募
方
法
　【
締
切
日
】 

7
月
末
日

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ コ の カ ギ

CROSS  WORD  QUIZ

お楽しみクイズ
クロスワードを解いてA→Eの二重ワクの文字を
順に並べると一つの言葉ができます。

出題：ニコリ

　お客様とのふれあいを大切に、明るい笑顔と丁寧な対応
を心掛けています。「JAで車を購入して良かった」と言って
もらえるような職員を目指していきます。ぜひ見かけまし
たら声を掛けてください。

オートパル大野店

髙
たか

橋
はし

　光
ひかる

Profile
担　当：自動車販売
入　組：4年目
趣　味：サイクリング

JA職員
キラリ輝く

　今月の表紙は揖斐川町立かすが幼児園のみんな。砂場でど
ろんこ遊びをしたり、お花を摘んで水に色を出す色水遊びを
したりと元気いっぱいにみんなで遊んでいます。
　今月には園で夏祭りを行います。地域の方々と魚釣りや的
当てゲームなどをしたり、みんなで練習した盆踊りを一緒に
なって踊るのでとても楽しみにしています。

表紙の子どもたち

※6月から切手代が62円となりましたのでご注意ください。
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Information
お 知 ら せ

〈全 体 運〉 珍しく神経質になりがち。難しく考
え過ぎず、気楽に構えて。気持ちを上向かせる
にはウオーキングが正解

〈健 康 運〉 健康法に凝り過ぎるかも。自然体が
一番

〈幸運を呼ぶ食べ物〉 桃

A Q U A R I U S 1.20
▼
2.18みずがめ座

最新の自動車や農業機械の展示会を下記の日程で開催します。皆様のお越しをぜひお待ちしています。

自動車展示会
～ガス器具等も展示いたします！ ～
日時  7月8日（土）  10時～16時

　　　7月9日（日）  10時～16時
会場  オートパル池田、

　　　オートパル大野店

　当JA葬祭センターは毎月第3友引の日にセレモニーホール
池田で葬儀事前相談会を開催しています。「お葬式はいくら
かかるのか」「何を準備したらいいのか」など、専門スタッフ
が皆様の抱えるお悩みにお答えします。どなたでも無料でご
参加いただけますので、お気軽にご相談ください。また、右
記の日程で支店でも開催いたします。

葬儀事前相談会のご案内

夏の自動車・農機具展示会を開催します！

開催日 時　間 開催場所

7月15日（土）

午前10時
～

12時

セレモニーホール池田

7月21日（金） 小島支店

8月18日（金） セレモニーホール池田

9月 4 日（月） 谷汲支店

農機具展示会
日時  7月7日（金）  9時～17時

　　　7月8日（土）  9時～16時

会場  JAいび川農機センター

※台風等の悪天候により中止する場合がございますので予めご了承ください。

来場者に
記念品を
プレゼント

（　 　　　　　　　　　　　　　）

標準傷害保険標準傷害保険

安心をひとつの保険にパッケージ安心をひとつの保険にパッケージ

補償期間：平成 29年 11月 1日（水）より1年間
募集期間：平成 29年 7月10日（月）より平成 29年 8月18日（金）まで

■お支払いいただく保険料（年額）は、被保険者ご本人の職業、年齢、性別にかかわらず、右表の金額と
　なります。
■補償開始日時点で被保険者ご本人の年齢が満80歳未満の方にご加入いただけます。
■ご継続は、補償終了日時点で被保険者ご本人の年齢が満89歳まで、脱退のお申し出がない限り自
　動継続されます。
●JA安心倶楽部は、全国共済農業協同組合連合会（JA共済連）を保険契約者とし、いび川農業協同
　組合の組合員の皆様を加入者（被保険者）とするJA団体傷害保険制度です。
●ケガによる死亡や後遺障害、入院・通院、他人への賠償責任、携行品の損害など、日常生活のリスク
　を補償する制度です。
●詳しい内容は最寄のJAの支店までお問い合わせください。

●こんなときに保険金をお支払いします。

自転車・バイクで転倒し、
入院した。

自転車で通行人に
ケガをさせてしまった。

旅行中にカバンを
盗まれてしまった。

B1724300K0424-20170605

ケ
　ガ （
傷
　害
）

傷 害 死 亡 保 険 金
傷害後遺障害保険金

傷害部位・症状別保険金

120万円

60万円

3,000円

1億円

20万円

2,000万円

300万円
10万円

個 人 賠 償 責 任 保 険 金

携 行 品 損 害 保 険 金

被 害 事 故 補 償 保 険 金

弁 護 士 費 用 保 険 金
法 律 相 談 費 用 保 険 金

第1級～第3級限定。後遺障害の程度に応じて、
保険金額の78%～100%をお支払いします。

※天災補償付

※

（電車等運行不能賠償追加型・示談交渉サービス付）

（自己負担額3,000円）

ケガの部位・症状に応じて、保険金額に所定の支払
倍率（1～120倍）を乗じた額をお支払いします。

保険金の種類

年間保険料

保険金額

15,000円

プラス オプションで補償します

ホールインワン・アルバトロス費用保険金
2０万円

年間オプション保険料
2,560 円

オプシ
ョン

地震による建物の倒壊により
死亡した。

取扱代理店：JAいび川 引受保険会社：共栄火災海上保険株式会社

展示会両日は、揖斐・大野営業所を
臨時休業させていただきます
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〈全 体 運〉 楽しいことに縁がある月。友人たち
とレジャーに出掛ければ、にぎやかで発見の多
いひとときに。観劇もお勧め

〈健 康 運〉 行動力アップ。スポーツの上達が早
そう

〈幸運を呼ぶ食べ物〉 シソ

P I S C E S 2.19
▼
3.20う お 座

ファーマーズマーケット大野店
営業時間・定休日変更のお知らせ

営業時間　9時30分～18時→9時～18時
定 休 日　毎週火曜日→第1火曜日  　　

組　合　員　数……………………………………… 15,082人
出　　資　　金………………………………… 21億04百万円
貯　　金　　高…………………………… 1,503億23百万円
貸　　出　　金……………………………… 162億84百万円
長期共済保有高…………………………… 3,752億47百万円
購 買 品 取 扱 高……………………………………4億16百万円
販 売 品 取 扱 高……………………………………2億24百万円

JAいび川の概況 （平成29年5月末現在）

　夏が近づき暑い日々が続くようになってきまし
た。最近は熱中症対策をしっかりとされている方が
多くなりましたがまだまだ油断は禁物です。小まめ
な水分補給と適度な休憩を取りましょう。取材で外
に出ることの多い私は熱中症対策に気を取られ過ぎ
て、日焼け対策を怠ってしまい、気が付いたらタヌ
キみたいに顔や首回りが真っ赤になっていました

（笑）。皆さんはどちらもしっかりと対策しておいて
くださいね。（辻）

編集者の
つぶやき

報告事項
①	委員会報告
②	独立監査人の監査報告及び監事監査報告
③	平成29年度農業協同組合検査方針
④	平成29年度県常例検査について
⑤	平成28年度内部監査の品質評価について
⑥	単体自己資本比率状況報告
⑦	理事との利益相反取引に関する報告
⑧	4月末事業概況報告
⑨	4月末短期決算報告
⑩	相談・苦情等対応状況について（定期報告）
⑪	JAフェスティバル大野実績報告
協議事項　
第 1 号議案	 平成28年度決算結果の承認について
第 2 号議案	 第23回通常総代会の提出議案について
第 3 号議案	 岐阜県農業信用基金協会への特別増資について
第 4 号議案	 農業センター運営委員会規約の変更について
第 5 号議案	 平成29年度カントリーエレベーター利用料金

の設定について
第 6 号議案	 出資口数の減少について
第 7 号議案	 夏期賞与の支給について
以上の事項を承認可決しました。

第2回　理事会（平成29年5月25日）

理事会報告

※相談は無料です。
※相談を希望される方は、事前に最寄りの支店または開催店舗へ相談日時

の予約申込みをお願いします。
※税務相談は、開催前日の正午までに予約がない場合、相談会を中止させて

いただきますので、あらかじめご了承ください。

【税務相談の開催会場変更のお知らせ】
「グリーンネットいび」で開催してきました税務相談につきまして、
今後、「本店」での開催に変更しますので、ご注意くださいますようお願い
いたします。なお、「大野支店」「池田支店」では引き続き開催していきます。

税務相談（税理士による）　開催時間：10時～15時
開催日 会　場

7月25日（火） 池田支店
8月29日（火） 本　　店

年金相談（社会保険労務士による）　開催時間：9時30分～15時30分
開催日 会　場

7月 6 日（木） 池田支店
7月12日（水） 谷汲支店
7月20日（木） 揖斐支店
8月 3 日（木） 八幡支店
8月17日（木） 大野支店
8月24日（木） グリーンネットいび

行事予定（平成29年7月～8月）

ファーマーズマーケット大野店
営業時間 	9時～18時
定 休 日 	第1火曜日
お米の日 	「6」がつく日
セ ー ル 	7月7日（金）～9日（日）
	 7月21日（金）～23日（日）
	 8月11日（金）～15日（火）（お盆セール）
	 8月25日（金）～27日（日）

農林産物直売所 「ブルースカイ」
　　　　　　　 「グリーンステーション」
営業時間 	9時30分～17時
定 休 日 	毎週水曜日
お米の日 	「8」がつく日
セ ー ル 	7月7日（金）～9日（日）（グリーンステーション周年祭）
	 7月21日（金）～23日（日）
	 8月11日（金）～15日（火）（お盆セール）
	 8月25日（金）～27日（日）

道の駅池田温泉農産物直売所
営業時間 	平日10時～17時・土日祝日9時30分～17時
定 休 日 	毎週水曜日
お米の日 	26日（風呂の日）

セ ー ル 	7月7日（金）～9日（日）
	 7月21日（金）～23日（日）（周年祭）
	 8月11日（金）～16日（水）
	 8月25日（金）～27日（日）
	 ※8月16日は水曜日ですが営業いたします。
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JAいび川

サマー
  キャンペーン2017　

6月12日月▶8月31日
木

個人のお客様対象者
ⓒちょリス

特典

先着200名限定

〈受入の条件〉20万円以上で新規のお預入に限ります。
※当JAの定期貯金からのお預け替えは対象外とさせていただきます。

 0.01％
上乗せ

定期貯金通帳での
お預入の場合は

最大金利適用条件 1 最大金利適用条件 2
1  組合員世帯
　 （正・准組合員および同居家族）の方
2  年金振込指定（予約者含む）のある方
3  給与振込指定のある方
4  JAカード契約のある方
1つ当てはまる方は

+0.02％アップ！ +0.04％アップ！
2つ以上当てはまる方は

※10個入り詰め合わせ
　（抹茶4個、ほうじ茶4個、いちご2個）
クール宅配便でお届け致します。

美濃いびジェラート
詰め合わせ

税引後
0.079％〜0.119％）（

最大

0.10〜0.15%年

※初回の満期日以降
は、店頭表示金利
で継続させていた
だきます。

お預かり金利のアップ

または1年

お預かり金額
200万円以上の方！

最大金利適用
条件 1・2 適用

A
コース

B
コース

スーパー定期貯金（自動継続）
〈受入の条件〉 契約額36万円以上で掛込
期間3年以上の新規のお預入に限ります。
※満期分散式定期積金は対象外となります。

定期積金

最大

0.10〜0.14%年3年
以上

（税引後0.079％〜0.111％）
※満期日以降のお利息は、解約日における普通貯金利率により計算します。

最大金利適用
条件 1 適用

2
対象商品

1
対象商品

プレゼント
！

さらに 対象商品 1 か 2 を
ご契約の方

ちょリス
クーラーバッ

グ または

先着合計3,000名（お一人様1個限り）

プレゼント
！

麦茶

※金利情勢等により、適用利率を変更するか、お取扱いを中止することがあります。※満期日前に解約された場合は、JA所定の利率が適用されます。
※お利息には、20.315％（国税15.315％、地方税5％）の税金がかかります。（源泉分離課税）※ATMでのお手続きは対象外となります。
※他の金利サービス商品との併用はできません。※本商品は、貯金保険の対象であり同保険の範囲内で保護されております。

営業時間内は
最寄りの支店に
ご連絡下さい

休 日・夜 間

当紙は再生紙を
使用しています。

編集発行：いび川農業協同組合　総務部企画管理課
　　　　　〒501-0693　岐阜県揖斐郡揖斐川町上南方15番地　TEL.（0585）23-1122　 FAX.（0585）23-1530
発　　行：平成29年7月1日清流

困った時・心配な時こちらへご相談ください！
＊交通事故に遭われた時は
＊車の故障の場合は

0120−2
ジ コ は ク ミ ア イ

58931
090−7046−0358

＊LPガスの消し忘れや
　故障

・JA監視センター（JA全農）

0120−182571

＊通帳・キャッシュカード
　紛失・盗難

・JAバンク・キャッシュカード
　紛失共同受付センター

0120−215522

＊JAカード紛失・盗難
・盗難・紛失専用ダイヤル（24時間受付、年中無休）
フリー
ダイヤル0120−159674

＊葬祭のお問い合わせ

JA葬祭

・JA全農コールセンター

0120−54−4145
24時間365日対応

＊健康介護ホットライン 0120−481−536

JAいび川 JAいび川ホームページでも旬の食を紹介しています。
HP  http://www.jaibigawa.or.jp

保付  保証つき
　　　　（6ヶ月又は6,000㎞。内外装や消耗品等は、保証の対象外。）
修有  修復歴あり（修復部位の詳細はお尋ね下さい。）
修無  修復歴なし
整有  定期点検整備あり（納車時）

リ済込  リサイクル料金は預託済みで、なお
かつリサイクル料金は車輌価格に含まれて
いる場合。
■右記の中古車は平成29年6月上旬現在の未契
約車です。
■当紙配布時契約済の場合はご容赦下さい。

今月のおすすめ
CAR

・検31年3月・パープル・3,500km

万円
（お支払総額）

14328年車24年車
・検2年付・レッド・25,000km

N－ONE
プレミアムツアラー

万円
（お支払総額）

114
バックカメラ バックカメラ

保付
修無
整有

付属品込み
ターボ 両側パワースライドドア

付属品込み AT車AT車 フル装 フル装

スペーシアカスタム
XS

修無
保付

整有

オートパル大野店 TEL.36-1025
営業時間：平日　9時～18時　日曜日　9時～17時　定休日：月曜日

リ済込 リ済込


